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化学製品

3.8％

果実・野菜 11.1％

生ゴム

4.9％

動植物性油脂 

2.6％ 

飲料・たばこ 

1％ 
4％

織物用繊維 

※問題２ 正答条件

出生率と貧困率の相関を指摘していれば

正答とする。表現は問わない。 

例 

( う ) 生まれる子どもの数が多い。

(え )貧しい人が多い  なども正答 

※問題３ 正答の条件 

資料４ 

人が手作業で行っている点を指摘してい

る（「機械の使用が少ないなど」）こと

資料５ 

機械導入が進んでいる点を指摘してい

ること 

品目と割合が正しく

解答されていて各3点

※ 「コーヒー」と「石油」の間のラインの位置は問わない。数値が合っていれば可。 

 　 ただし、コーヒーの面積が明らかに少ない場合は数字が合っていても誤答とする。 

※ 小数点第 2位まで解答している場合はすべて不可。

問６ 正答の条件 

設１：エジプトと日本を比較している／国境線の見た目上の違いをそれぞれ指摘している

※どちらか一方の国だけの指摘の場合は 3点 

設２：それぞれの国境線の成立について触れている。 

※自然的国境か人為的国境化の違いを指摘していれば OK。どちらか一方の国だけの場合は 3点 

水はどの物質よりも比熱が高い③ので、他の物質よりもあたたまりにくく①冷めにくい①性質がある

と考えられる。※ 完答で⑥点 

※・比熱のことに触れている（他の物質と比較）③点 

　・水の性質に触れている ②点 

アフリカ 5.6(％）

７(％）

３０（３１） １８（１９） １２

体内にたまった熱を体外に逃がすには、皮ふの表面から直接熱を逃がす方法②と、汗をかいて逃が

す方法②がある。※ 完答で⑤点 

出生率が高い

1.6

（例）エジプトの国境線は直線が多いが、日本はどこも複雑な線になっている。

（例） 日本は河川などの自然物が境界になっている例が多いが、エジプトは（植民地）支配

する国によって境目が決められたため。

機械によって広い土地を耕作している

機械ではなく人的労働力が多く投入されている

コーヒーなど

48.2％
石油など

16％

機械類

8.4％

715 0.2(％）

貧困率が高い

※（う）（え）ともに上記の意味となる解答で正答。また（う）出生率が低い（え）貧困率が低いも可

湿度が低い日には空気中の水蒸気量が少なく①、水や汗が蒸発しやすい①ため、気化熱により周囲よ

り温度が下がりやすい③から。※完答で⑥点 

※グラフの読み取り誤差を考え、（　）内の数字で統一できている場合は〇。

各５点

５点

６点

各４点

６点

６点

各６点

各６点

各３点

各３点

５点

各品目完答で３点

脳の一部が体温の低下を感知すると、交感神経の働きによって心臓の拍動が促進され③、血流量が多

くなるので、血液によって全身に熱が伝わりやすくなる③ 。 

※・交感神経の働き ③点　　　　　　　　　　※ 「交感神経」がないと 1 点減点 

　・血流量が増えて、体温低下が防げる ③点  　 「脳の一部が・・・」ないと 2 点減点 


